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図l フルディジタル電子交換機"DX40''

図2 フルディジタル電子

交換機"HDX=)”

来るへこきINS(Ir7i†射しilテ報化社会)のノー宝磐として,通インテク′)役※りは圭う‾ます市

費ヒなり､従来以_卜に多椎多様でしかも多一巨モモグ)情報を,一;吐油か/川てJ碓亡二舶

一日壬,処J牡
伝送し,Lかむいっそう効率打つに行なえるニヒか過f‾∴シ てテ∠､

に安求与れてく る.′)拉壮三けに,オフィ スオーートメーーシ ョンニーーてごニT)抑†=ヒ,

二二上･-ノティ1フの如紙ビかご〕,帖軸旭イ‾･さネIノトワークの屯要与かアロー｢-
ズ71ソフきれ,二言いゝっのサーーービス向_とを図るた夕うに,ネ･ソトワークグ)テ ィ ン

クル化か維満作グ)‾lFiiか--ノも必そ上上(とな｢ている｡電喜請伐と交換機などか⊥､ノ成

る従来グ′1`i一江前菜システム､コンヒューータと各椎端末などかJノ成る非Jiに訪系

システムか,綾子㌻化,;統†ナ化されよう とLている｢.二の観∴1､t二かご_J

のチヤ ン一夕ル化,す･･ノトワークク1⊥デイ ジタ/し化を｢ヌトた新告望.7占プ)開写芭を,

半頼〃く托術,光一上_七逆接術,ソフトウエア技術ろ■と､-グ､J拉新の柁術を甘くリブ､才一_

て才子々 と稚三j娃Lている_.

交換樅ク)分野卜ごは,1ナノフCODEC,マイクロコニヒュ丁夕なと､ンノ脚ナ
チバイスを円いた構内用ナイ ンタル電了一女枚機丁‾‾DXシ】jr-ズ+,局設備斥けイ
ンタル電丁交椎=機"HDX-10'､を他社に先駆けて開発し,それぞれ稼動を開始
したこ⊃ -･ノ∴ 臼ヰこ電仁さノl′に.箭公什へJよ浸さに加入j引[榊芥をもLSI化したD60什壬,

D70形チヤ ン一夕ル電イ▲交換機を納入した｡比需Ih=ナとLて綻所作,樅能ノー■て卜
をj仁フドした小谷宗二竜一‾j'･‾女授樅BS/48,BS′/96ノ女U-′芯ナボタン竜,二言.I装iぎ】二ET--

308などを‾/1て末梢特に,;拉‾川Ⅰし発売納入を日脚f_‡Lブニニ.′､ケソト交換恨も‥柑j王ジノ
効ヰ仰J迩f-H向かJ_〕急咄にうプ.了安か伸びており,従来形に加えて"HII)A-NE′｢'■

｢APS--300シリー-ズ+を発売した0このシてテムは,徹らH叫鵜川り何の抽=外ネ･1

トワークとLても満州きれ､i亨■け子級回線1回維を用いてぃ柵旨に4通.i六か･り

能なティ シタ′し電話k舶力まも畔イ掛う1るなど,コンヒニ｢_l-一夕ヒーーイイこ化しアニ怖幸トi

通†‾1言シてテムか変にj七こ允され,今後が其朋寺きれるニ

仁一i壬分野では,PCM3彬多貞女換装置をL-j 什に納入する一一

〃,上亡需,輸山IF小ナヒrJて.フ､リムタイプ(領一州-i120mm)HDT-PCM米詳Ⅰてを

F芽j発L,小形･軽_旨i二にプ州ノ_てJjミ巾仰モク)効ヰく化いズトノた｡,光一∠1j追シフ､テムヒ

して90Mビット/秒信二送装置の開発に続し1て,∑ネ･1′ 卜r7--クなどリノローーーカ

ルエ･jアネ､ソトワーク用の光ループシステムの開発も行ない,′乏i_‾iてか開始

きれている｡光スイッチをけjいた光画條f云送装置を阪神高速道路ユさ川に納

人し稼動中である｡これら光仁ミ送システムの基になる各椎の光ティシータル

モジュール,光素子,光ファイバケーー･ブルの開発,改良をより---･屑意欲的

に推進している｡格動無線では,日本同有鉄道ノ＼東北･上越新幹線列車勿】未
練電話システムを納入し運用中であるL‥ 業務用無線としてのMCAシステ

ム､公衆通信としての自動車電話システムなどの開発も進めている｡′‾ト南

開発事業団納めの地球観測街範Ⅰ｡ANDSAT用リモーートセンシング伸順処理

システム,8.5Mビット/秒フォーマット同期装置の開発や,海_Lイ㍉ミ安け約

めの人工衛ち1レーザ測臣巨システムが稼動するなど,千古通†言分即へク‾)事業

手は大も図っている｡

オフ ィ スオーートノーション,ファクトリオー一トメ=ションゾ‾ノ先任∈か▲)-ノ期
待される音声認識装置HR-150A(不特起請有用)か古ラ!子応手;装LFJH1200など

と組み合わされて,サービスに供されている｡需要が描享什化し,と牲に′乏i‾i三

成果も出ている電子メール"HIMAIL'＼GIIl･GII兼片卜7丁クシ ミリ[仁答

システム,簡易テキストメール｢メモホン+の開発などほ,二れかご〕グ‾)ニ

ーズにこたえるものとLて期待される｡
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フルデイジタノレ電子交換機

DXシリーズ

および``HDXlO”納入稼動開始

フ′しノテ ィ シタル電十交換機丁〕Ⅹ シリ

ー--て､とHI〕XlOを他社にツ亡かけr-;‡+発Lたっ

(1)DXこ】ト1てr図l)は10仙11練か上Tj

5,000山+組までシ=)シ り-一て5離村かご′)成

る構内交換機て･ある⊂.人帖なLSI化に

上り従ホシノア上川り分1別形電J′一女才無俄に比

べ床面桔を一圭一に縮小したこと,無騒音

化により叶鞍巾巾に設苗できる二′ヒ,

またサーヒ1怖冶巨l和では､l勺純朴仏ニキ

ヤン【7オン,ラストナンバリ グ∴†ヤJし

ち･ビ上井務グ)簡略化に訂′j-するもグ1のほ

か､詳紺課缶機能なと電話料食管珊も

‖j‾能とLてしlる｡フルティ シタルであ

ることか上丁),()Aシステムとグ)共有件も

■11古く,多機能屯｢講催､電イ･メーー′しとの

接続も計[和しているっ 本機は昭抑57午･

2ノ=二日‾､ンニ造船株J㌧会社東京女礼へ

DX30を,3月に日本鉱業株式会社本社へ

DX40･ツ)1リ･樅を納入L連;椚されている｡

(2)HDXlO(図2)は最大24万回線まで,

かつ市内,市外,ダンテ■ム,匡1際,

遠ド那副･二週間吋能な輸fll局設備用フ

ルテ‾イ ンタル電子交換機である｡特に

可搬形では6/12mのコンテ十で2,000′/

4,000巨il維が収容できるり既存アナログ網

での†那Hと力‖え,1チ･ソプCODECな

と､丘j摘rのLSI技術によるフルティ シタ

ル化によりISDN(Integrated Services

DigitalNetwork)/＼の適用も谷易であ

る｡圭た,仝コネクタ接続化,CRT
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図5 HDT TE-ZM

端局装置
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図4 国際複合通信の例

ナイ スプレイに上る会〔話形保1二機能な

ど大帖な･1ニヰト,保rl:粥の帆i械も巾丁能と

L/∴HDXlOは昭和56f†二12月かご_ノアル

ゼンナン,スリランカ､/ヾネスエラで

木‖二人し一で間切し,順調に稼j軌Lている.､-〕

D60形,D70形ディジタル交換

機の納入

従来の機械スイ ソナを片卜､た`一正イ一女

換機に代わ/ノて,拉新のティ シタル技

術およぴLSI技術を村掴柏勺に才采り入れ

た日本電仁篭己i活公社向けナイ ンタ/し交

換機の1弓･機を昭車‖57年7月に納入L

た(図3)｡木交換機の主な特徴は次の

とおりである｡

(1)斉声り｢さ旨グ)ディ ジタル化及びナイ

ンタルナー一夕･【如‖象情報等を何時に交

換するデイ ジタ/しスイ､ソナング技イ和ク)

採川〔｡

(2)う立話機を終端卜す‾る回i終には,世界

に先がけて320Vクラスの高耐J上LSIを

はじめとして大幅にLSIを採用した｡

(3)通話路スイッチおよびそれらを制

御する制御凶路等にはLSIを才末梢L池

話路の大幅な′ト形化を実現した｡

(4)小谷暴から大谷吊までを経済的に

実現するために,分散制御技術を･抹用

し,局親株に対応できるよう一束軟性を

もたせた｡
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ディジタルマルチ

プレクサ

ファク
､/ミリ

テレタイプ

蓄積ファイル

"HIPA-NET”新寸幾種の開発

F‾1二立パケ･ノトネッl･ワーークシステム

"HIPA-NET■'の新機柁として｢APS-1

300シリーース■+を開発Lた｡新機柚は以

下の特徴をもつ｡

(1)高価なl‾耶祭凶線を従来の4什ナ以上

有効利川できるじ これを実現するため

に,井声召取回線1｢自1糸らとを用いて,同時

に4辿訪を可能とL,さJ〕に無古時間

にフ7クシミ り､デー一夕等の情報を転

送する.〕図4に出際似合通仁子の例をホす｡

(2)従来〝)【7-アクシミり,二]ンヒ■ユー

タ等バケット端末の接続に加え､簡払

子ーー一夕端‡未,ビデオ端末,Gl11ファク

シ ミリ端末〝)接続を‾叶能とLた｡

(3)同報辿仁+代行食代に加えて,′乏

仁者かいJ一メ､ノセ【ンを複数′乏イこ言する

‾l‾lト乏イi-さ機能を可能とLた｡

(4)本店設置の大谷岩交換機かご_)i海外

小規似併設置の小谷品多重化装置に至

るまでトトーの寸幾能モジューーールを用いて

実現Lた｡

伝送･画像

PCM伝送装置の開発

H嵩,輸出巾JけのHDT-PCM伝送装

置シリー【ズを開発した｡本シり【ズは,

′ト答毒:から1大容量までシステムを経済

的に使えるように,幅の狭い架(従来の
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図6 光端局装置,光中

継装置

÷,120mm幅)を使ったノ実装としている｡

装甚は,LSI化によって小形化Lてお

り,仕向柿0.027m2グ)スへ-スに‾汁J:J

30チャネルをPCM仁引二塊≡検する端iんJ

4コー〔を実装するTE--ZM(図5)を設iE■三

できる｡HDTシリーズ､は,すべて梯綿巨

単t､ンニグ〕ブロックで柿成L,システムの

純結え,保勺:,建設を谷島に行なえる

ようにLた｡従って,′トイ存_拉でかつ各

稗機能を盛り込んだシステムを構成す

る事の多し1,鉄道,召王ノJ等グり亡宗川途

にい超している｡

長波長帯90Mビット/秒光伝送

装置の開発

長波長帯90Mビット/秒光一云連装置は,

長距離大谷呈の大規校システムの‾市場要

求に対応するために開発した光PCM伝

送装置である｡小袋試では,長波壬主節

技術,3波一良分割多毛技術を用いるこ

とにより,可1継距離を人きく し(15km),

ファイバの帯J或制限の寅き響を車軸戒して多

車度を向上させている(ファイバ1本あ

たリ270Mヒット/秒:電話4,032CH)｡こ

れによりファイバの本数が-をにイ氏子成し,

光ケーフ､■ルコストを大幅に帆i成できる{,

またJ末佃積が小さくて済む実装方式(ス

リム架実装図6)を採用し,中′ト局に

も適Lた効率的て実装形態を実現してい

る｡監視装荷にはマイクロコンヒューー

タシステムを導入し,障害時のHj弘一予

備回線切替,障害点探索,遠隔保守機

能サポート等により,信頼性･保守性

を向上させている｡
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伝送装置の開発

光スイッチを糾い光フ7イバ伝送i賂

を切り伴える方式の画像電送装置を開発

した(図7)｡本装置は校数のカメラ仁子

号を1～2≠丁のモニタTVで観i糾する

のに適用される｡本装置の特長は,(1)

従来カメラごとに設帯されたビデオス

イソテノ女び｢‡‾1桝器を光スイ ッチで置き

結えることにより,｢f■糾旨芹数が人幅に減

少するのでf∠二送l【州蒙品円か良く,保11‥

も筒妨化できるLつ(2)パルス周波数変調

rPFM)を片卜ゝ,無中継抑離7kmでITVカ

メラ6fげ一り夏まで可能であり,ITVカメ

ラ1千言であれば20km以上の良距離電j去

かJJ川ミる｡ニプ‾)ため高速道路,トンネル,

駅のご代i妃等を望:こ祝するのに過している.っ

本装置は昭和57年7月阪神高速道路公

団大阪湾岸線に納入L稼動中である｡

3R機能光ディジタル伝送モジ

ューノレの開発

現在,計算機,計測制御などの多く

の分野において光フ7イバによるチー

タ仁ミ送のニーズが急速に立ち上がりつ

つある｡二れにともない各梅の光送受

信モジュ椚八が発売されているが,単

なる光電/電光変枚機能のみあるいは

これに波形増幅と再生機能を付加した

ものであり,デーータ伝送に使用する場

合ユーザー側で符号変換,タイ ミ ング

細山,誤り検出を行なう必要があった｡
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図9 +ANDSAT MSS画像の3次元表示

区】8 3R機能光ディジタル

伝送モジュール

今【口‾】開発Lた光送√姜仁子モジュールは+∴

記伝送機能(3R:Reshaping,Retiming,

Regenerating)を全てCMOSにより

LSI化し,使いやすさ,+､形化を【刈った

ものである｡図8にイニモジュールの外

観をホす｡通常のICと同じ24ヒンDIL

に内蔵されており,十5V単一一電i傾で

データ伝送速度2Mビット/秒,2kmの伝

送が可能である｡

リモートセンシング画像データ

解析処理システム"REMOS”

の開発

我が国で最早りに開発L7二,地球観i則

衛土手至.工一ANDSAT[叫條処‡甲シ ステムで

出力Lたテータは,幅拉二く利用されて

いる｡

現存,分解能倍増の新形センサを搭

載したLANDSAT4号に対する画像

処王里システムとして,HIDIC V90/50'

を中核としたシステムを開発Lている｡

これらの技術を利用Lて,リモート

センシング画像処王畢システムいREMOS■'

(Remote SensingImage Processing

System)を開発L7二｡

REMOSは,衛ち!+叫1像データをはじ

め,広く電力,鉄鋼分町などでの産紫

捕りモートセンシングをも指向してぶ

り,幅広い応和が期待きれる｡

図9は,REMOSグ〕一I心用例で,王従

波山の観測画條を,3ニノくノ亡画像処理し

たものである｡
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図10 フォーマット同期装置

ランドサット4号用85Mbps

フォーマット同期装置の開発

宇′【j-r開発事業団納めの,米国ランド

サット4号衛星用地上局用TM(セマテ

ックマソバ)テ■-タ用フォーマット同

期装荷を開発Lた(図10)｡本装置は,

衛星からビットシリアルに送られる1

フレーム約6×106ビットのTMデータ

巾の816ビットの同期パターンを検出

するもので,フレーーム長が変化しても

確実に同期検出ができるようにするた

め,816ビ･ソトの同期パターン中の任意

の41ビットが連続して検出できたとき,

同期を検出したとする方式を才采用し,

ビット誤り率か10‾‾2まで悪化しても正

常に動作可能な性能となっている｡ま

た,高速論理素子の才采用により,85Mbps

のチータレートで動作できるため,画

像のリアルタイムモニタ装置に使用で

きる｡

人工寺萄星レーザ浪叫足巨システムの

開発

i敏L保安庁では,日本と諸外国の測地

系の柑対位置関係を明らかにすること

などを目的として,人工衛星レーザ測距

システムを導入した｡このシステムは,

日立製作所が米国GTE社の協力を得て

開発したもので,昭和57年3月に同庁

第五管区海上保安本部下里水路観測所

に納入した(図11)｡レ【ザ反射器を搭

載する八二L衛星を軌道計算により自動

追尾し,精度10cm以内で測距する｡



図Il 人工衛星のレー

ザ測距
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図12 東北･上越新幹線列車無線システム構成図

このシステムはパルスレーザ発振器,

送′受信光学系および架台,′受信電子装

置,自動制御装置,J京子時計装置､校

正用地上標的,その他レ】ザアソテネ

一夕など付属機器から成る｡本システ

ムの応用として,人工衛星の正確な軌

道の決定,広J或測地,地球回転運動お

よび地かく変動の観測とその結果によ

る地震予知への応用などが期待されて

いる｡

兼]ヒ･上越新幹線列車無線

システム

東北･上越新幹線の列車無線方式は,

東海道･山陽新幹線の空間波方式に対

して,LCX方式を二採用している｡)本シ

ステムは地上装置と車上装置からなり,

図12にそのシステム構成を示す｡日立

製作所では,地上装置とLて指令系中

央装置,業務公衆系電話交換装置,東

北新幹線の基地局装置及び無線中継機,

車上装置として電話交換制御装置を納

入した｡

本システムの主な特長は,下記のと

おりである｡

(1)全線LCX方式を採用し伝送品質の

向上をはかった｡

(2)回線容量を10CH(束海道,山陽)

から24CHに拡大した｡

(3)公衆系の移動局発信は自動即時式

PBダイヤル方式で,全国対地サービ

スができるようになった｡

(4)データ伝送など新規サービスが可

能となった｡

音声･その他

HR-150A不可寺走話者電話入力用

音声認識装置の開発

不特定話者電話入力用音声認識装置

としてHR-150A音声認識装置を開発し

た(図13)｡

本装置の主な特長を以下に述べる｡

(1)不特定多数の話者の音声を認識す

る装置であり,電話機を音声入力端末

として一般大衆向けのサービスが実現で

も一

図13 HR-150A音声認識装置

〆r

図14 放送用3板固体カラーカメラ``sKイ'

きる｡

(2)数字の他"取消〝 等合計16単語の

認識が可能であり,音声入力を利用し

たガイダンスシステムを構成可能とした｡

(3)1装置当たり32回線の処理が可能

であり,また音声応答装置との接続が

容易な構成である｡

本装置をH1200形音声応答装置と組

み合わせ,音声入力が可能な音声応答

認識システムを実現させ,銀行などの

テレホンサ】ビスに供している｡

放送用3板匝l体力ラーカメラ

"SK-1”の開発

固体撮像素子は,′ト形･軽量で残像･

焼付がないなどの特長から,1家庭用単

板カラーカメラや産業用の監視カメラ

等に使用されている｡放送用カラ【カ

メラとしても,使用条件の厳しいENG

(Electronic News Gathering)用とし

て固体撮像素子を用いたカメラか期待

されていた｡今回目上二製作所で新しく

開発Lた高解像度MOS形同体鵜像素

子を採用することにより,放送用の全

回体化カラーカメラを実現することが

できた｡放送用カラーカメラには良好

な色再現性と高解像度,高S/Nが要求

されるが,この固体撮像素子を3枚用

い高度な技術を駆使することによって,

抜群の色再現性と解像J空450本,S/N50

dBのENGカラーカメデーsK-1''(図14)

を開発,製品化した｡
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